Ⅲ－３．就労に関わる市民意識
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（１）収入を得るために働いている１日の平均時間（問１４）

＜全体的な傾向＞

本意識調査の回答者のうち、就労している人の１日の平均労働時間は、「８～10時間くらい」が最も多く41.3％で、「５～７時間くらい」が18.1％、「10時間以上」が12.4％となっている。（図表Ⅲ－３－１）
図表Ⅲ－３－１

[image: image48.bmp]
＜男女別・年代別＞

回答者の中で、就労している人の割合をみると、30歳代女性で、その前後の年代より少なくなるM字型を示している。（図表Ⅲ－３－２）
就労している人の１日の平均労働時間は、男性の49.6％が「８～10時間くらい」で、「10時間以上」も17.7％となっている。女性は「８～10時間くらい」が30.5％、「５～７時間くらい」が27.0％、「５時間未満」が23.2％である。（図表Ⅲ－３－３）
前回調査と比較してみると、今回調査は男女ともに「働いていない」の割合が多くなっている。女性では、いずれの労働時間もわずかに少なくなっているが、男性では、「８～10時間くらい」が大幅に減少し、「10時間以上」はやや減少している。「5時間未満」「５～７時間くらい」は、ほとんど変わらない。（図表Ⅲ－３－４～５）
図表Ⅲ－３－２
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年代別にみると、女性では20歳代で「10時間以上」が15.6％と他の年代に比べると多く、40歳代、60歳以上で「５時間未満」「５時間～７時間くらい」が多い。

男性は、20歳代、60歳以上で「５時間未満」「５時間～７時間くらい」が多いが、30～50歳代では、「８時間～10時間くらい」が50％を超え、「10時間以上」が20％前後となっている。（図表Ⅲ－３－６）
図表Ⅲ－３－６


[image: image6]
（２）職場での男女間の格差の有無（問１５）

＜全体的な傾向＞

職場での男女間の

回答者の職場で、男女間の格差があったかについては、「どれもない」とする人が43.7％となっている。（図表Ⅲ－３－７）
格差があったとして選択した内容は、「配置や仕事の与え方」が18.1％、「賃金や昇給」が18.0％、「昇進や昇格」が16.2％となっている。（図表Ⅲ－３－７）

図表Ⅲ－３－７
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＜男女別・年代別＞

男女格差が「ない」とした人は、女性45.3％、男性42.7％である。一方、あるとした人は、女性36.1％、男性42.2％となっている。（図表Ⅲ－３－８）

格差がある項目として、男女ともに「配置や仕事の与え方」（女性16.1％、男性19.5％）、「賃金や昇給」（女性16.8％、男性18.5％）、「昇進や昇格」（女性14.7％、男性16.6％）としている。男性では「募集・採用」が16.9％と女性より多くなっている。育児休業や介護休業についても、女性の5.3％に対して男性8.7％となっており、男性の方がやや多くなっている。（図表Ⅲ－３－９）
年代別にみると、女性は20歳代で「育児休業や介護休業」が第３位にあげられている。（図表Ⅲ－３－１０）
図表Ⅲ－３－８

	
	女　性

Ｎ＝285
	男　性　

Ｎ＝379

	どれもない
	４５．３％
	４２．７％

	いずれかを選択
	３６．１％
	４２．２％


図表Ⅲ－３－９
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図表Ⅲ－３－１０　年代別格差の上位３つ
	
	女　性
	男　性

	
	１
	２
	３
	１
	２
	３

	10歳代

N=9/8
	賃金や昇給

配置や仕事の与え方

２２．２％
	―
	配置や仕事の与え方

２０．０％
	―

	20歳代

N=64/54
	配置や仕事の与え方

１８．８％
	賃金や昇給

１４．１％
	育児休業や介護休業

１０．９％
	配置や仕事の与え方

２１．２％
	募集・採用

１７．８％
	賃金や昇給

１１．５％

	30歳代

N=54/86
	配置や仕事の与え方

賃金や昇給

１８．５％
	昇進や昇格

１４．８％
	募集・採用

１６．３％
	昇進や昇格

１５．１％
	配置や仕事の与え方

１４．０％

	40歳代

N=62/99
	昇進や昇格

１７．７％
	配置や仕事の与え方

１６．１％
	賃金や昇給

１４．５％
	賃金や昇給

配置や仕事の与え方

２４．２％
	昇進や昇格

２０．０％

	50歳代

N=56/62
	賃金や昇給

２５．０％
	昇進や昇格

２３．２％
	配置や仕事の与え方

１０．７％
	募集・採用

賃金や昇給

２１．０％
	昇進や昇格

配置や仕事の与え方

１９．４％

	60歳代

N=30/56
	配置や仕事の与え方

２０．０％
	昇進や昇格

１６．７％
	賃金や昇給

１０．０％
	賃金や昇給

２８．６％
	募集・採用

２６．８％
	昇進や昇格

配置や仕事の与え方

２１．４％

	70歳以上

N=10/14
	賃金や昇給

１０．０％
	―
	―
	賃金や昇給

１４．３％
	配置や仕事の与え方

７．１％


＜職業別＞

　「女性が男性に比べて不平等な扱いをされていると感じること」について、「感じたことはない」の割合は、「自営業」「公務員・教員」で50％を超えている。「従業員25人以上の事業所の正社員」の34.1％と最も少ない割合となっている。（図表Ⅲ－３－１１）
図表Ⅲ－３－１１
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女性が男性に比べて不平等な扱いをされていると感じている人で、その内容を職業別にみると、「募集・採用」では「従業員25人未満の事業所の正社員」が54.5％と際立って多い。

「賃金や昇給」では、「従業員25人以上の事業所の正社員」47.8%、「派遣社員・契約社員等」52.8％、「アルバイト等」52.1％である。

「昇進や昇格」では、「従業員25人以上の事業所の正社員」49.6%、「派遣社員・契約社員等」41.7％、「アルバイト等」41.7％である。

「配置や仕事の与え方」では、「従業員25人以上の事業所の正社員」45.2%、「派遣社員・契約社員等」55.6％、「アルバイト等」43.8％である。（図表Ⅲ－３－1２）
図表Ⅲ－３－１２

「女性が男性に比べて不平等な扱いをされていると感じること」の内容上位３つ

	
	１
	２
	３

	従業員25人以上の事業所の正社員

Ｎ＝１１５
	昇進や昇格

４９．６％
	賃金や昇給

４７．８％
	配置や仕事の与え方

４５．２％

	従業員25人未満の事業所の正社員

Ｎ=２２
	募集・採用

５４．５％
	賃金や昇給

３１．８％
	昇進や昇格

２７．３％

	自営業（家族従事者を含む）

Ｎ=２４
	賃金や昇給

３７．５％
	配置や仕事の与え方

３３．３％
	募集・採用

２９．２％

	公務員・教員

Ｎ=２２
	配置や仕事の与え方

育児休業や介護休業

２７．３％
	募集・採用

２２．７％

	派遣社員・契約社員・嘱託・非常勤

Ｎ=３６
	配置や仕事の与え方

５５．６％
	賃金や昇給

５２．８％
	昇進や昇格

４１．７％

	アルバイトやパートタイマー

Ｎ=４８
	賃金や昇給

５２．１％
	配置や仕事の与え方

４３．８％
	昇進や昇格

４１．７％


[image: image46.bmp]
＜全体的な傾向＞

過去２～３年の間に、職場でセクシュアル・ハラスメントは「ない」とする人の割合は、57.5％となっている。無回答の割合が23.2％を占め、他の設問と比較して目立って多い。（図表Ⅲ－３－１３）
あるとして選択した内容は、「容姿や年齢、身体的特徴について話題にする」が8.7％、「『女（男）の子』『おば（おじ）さん』といった呼び方をする」が5.9％、「性的な話をする、質問をする」が5.5％、「お茶くみ・コピーを女性だけに求める」5.3％、「私生活に関することについて必要以上に質問する、話題にする」5.2％となっている。（図表Ⅲ－３－１３）
＜男女別・年代別＞

職場で何らかのセクシュアル・ハラスメントがあったとした割合は女性57.9％、男性57.8％となっている。「ない」とする人は、女性19.6％、男性19.0％となっている。（図表Ⅲ－３－１４）

回答者が比較的多い20歳代から50歳代をみてみると、女性の10歳代、20歳代では、「性的な話をする、質問をする」「容姿や年齢、身体的特徴について話題にする」が多くみられ、30歳代も含めて「お茶くみ・コピーを女性だけに求める」が多い。（図表Ⅲ－３－１５）
男性では、20～40歳代で、「性的な話をする、質問をする」「容姿や年齢、身体的特徴について話題にする」が選択されている。（図表Ⅲ－３－１５）

「『女（男）の子』『おば（おじ）さん』といった呼び方をする」については、女性はすべての年代で上位にあがっているが、男性は20歳代のみで30歳代以上では上位にあがっていない。（図表Ⅲ－３－１３）

図表Ⅲ－３－１３
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図表Ⅲ－３－１４

	
	女　性

Ｎ＝285
	男　性　

Ｎ＝379

	過去２～３年の間にない
	５７．９％
	５７．８％

	いずれかを選択
	１９．６％
	１９．０％


図表Ⅲ－３－１５　２０歳代から５０歳代のセクシュアル・ハラスメントの内容上位３つ
	
	女　性
	男　性

	
	１
	２
	３
	１
	２
	３

	20歳代

N=64/54
	容姿や年齢、身体的特徴について話題にする

１５．６％
	性的な話をする、質問をする

１４．１％
	お茶くみ・コピーを女性だけに求める

１０．９％
	性的な話をする、質問をする

容姿や年齢、身体的特徴について話題にする

１３．５％
	「女（男）の子」「おば（おじ）さん」といった呼び方をする

９．６％

	30歳代

N=54/86
	お茶くみ・コピーを女性だけに求める

１３．０％
	「女（男）の子」「おば（おじ）さん」といった呼び方をする

９．３％
	私生活に関することについて必要以上に質問する、話題にする

容姿や年齢、身体的特徴について話題にする

５．６％
	容姿や年齢、身体的特徴について話題にする

９．３％
	性的な話をする、質問をする

５．８％
	酒席等で席を指定したり、お酌やデュエットを強要する

お茶くみ・コピーを女性だけに求める

４．７％

	40歳代

N=62/99
	「女（男）の子」「おば（おじ）さん」といった呼び方をする

９．７％
	容姿や年齢、身体的特徴について話題にする

８．１％
	私生活に関することについて必要以上に質問する、話題にする

６．５％
	容姿や年齢、身体的特徴について話題にする
６．１％
	性的な話をする、質問をする

お茶くみ・コピーを女性だけに求める

５．１％

	50歳代

N=56/62
	「女（男）の子」「おば（おじ）さん」といった呼び方をする

８．９％
	容姿や年齢、身体的特徴について話題にする
７．１％
	私生活に関することについて必要以上に質問する、話題にする

５．４％
	容姿や年齢、身体的特徴について話題にする
９．７％
	席等で席を指定したり、お酌やデュエットを強要する

お茶くみ・コピーを女性だけに求める

４．８％


＜職業別＞

セクシュアル・ハラスメントがあったという回答を職業別にみると、「従業員が25人以上の事業所の正社員」28.6％、「派遣社員・契約社員・嘱託・非常勤」24.7％、「公務員・教員」23.6％の順に多い。（図表Ⅲ－３－１６）
母数が少なくなるため参考的ではあるが、セクシャル・ハラスメントがあったと回答した人の中で、職業別にみてみると、「公務員・教員」では、「私生活について必要以上に質問する」が46.2％と多い。

「アルバイト等」では、「『女（男）の子』『おば（おじ）さん』といった呼び方をする」が61.1％と多い。

「容姿や年齢、身体的特徴について話題にする」については、「従業員25人以上の事業所の正社員」46.0％と多い。（図表Ⅲ－３－１７）

図表Ⅲ－３－１６
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図表Ⅲ－３－１７　職業別セクシュアル・ハラスメントの内容

	
	１
	２
	３

	従業員25人以上の事業所の正社員

Ｎ＝６３
	容姿や年齢、身体的特徴について話題にする

４６．０％
	性的な話をする、質問をする

お茶くみ・コピーを女性だけに求める

２７．０％

	従業員25人未満の事業所の正社員

Ｎ=１０
	お茶くみ・コピーを女性だけに求める

４０．０％
	容姿や年齢、身体的特徴について話題にする

「女（男）の子」「おば（おじ）さん」といった呼び方をする

３０．０％

	自営業（家族従事者を含む）

Ｎ=１０
	「女（男）の子」「おば（おじ）さん」といった呼び方をする

意図的に異性を取引先の担当者や接待・接遇要員にする

２０．０％
	私生活に関することを必要以上に質問、話題にする

容姿や年齢、身体的特徴について話題にする

「女（男）のくせに」などと発言する

性的描写のある写真、雑誌等を職場で見る

１０．０％

	公務員・教員

Ｎ=１３
	私生活に関することを必要以上に質問、話題にする

４６．２％
	容姿や年齢、身体的特徴について話題にする

３８．５％
	性的な話をする、質問をする

２３．１％

	派遣社員・契約社員・嘱託・非常勤

Ｎ=１８
	容姿や年齢、身体的特徴について話題にする

３３．３％
	「女（男）の子」「おば（おじ）さん」といった呼び方をする

お茶くみ・コピーを女性だけに求める

２２．２％

	アルバイトやパートタイマー

Ｎ=１８
	「女（男）の子」「おば（おじ）さん」といった呼び方をする

６１．１％
	容姿や年齢、身体的特徴について話題にする

３８．９％
	私生活に関することを必要以上に質問、話題にする

お茶くみ・コピーを女性だけに求める

３３．３％



（１）女性の就労に関する考え方（問１７）

＜全体的な傾向＞

「重要な仕事は、女性に任せるべきではない」「女性は管理職に向いていない」については、思う（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を選択した）人はそれぞれ5.0％、6.1％となっているが、「そう思わない」が最も多く、それぞれ60.7%、56.4％となっており、「どちらかといえばそう思わない」を含めると「任せるべきでない」とは思わない人が70％前後となっている。

「女性の深夜勤務などは、母性保護や安全確保などを配慮すべきである」については、「そう思う」が最も多く42.7％となっている。「どちらかといえばそう思う」が29.6％であり、合わせると「配慮すべきである」と思う人が72.3％となっている。

「男性向け・女性向けとしてきた仕事に男女の別なく就労することは良いことである」については、「そう思う」29.9％、「どちらかといえばそう思う」が24.4％で、「良いことである」と思う人が54.3％となっている。なお、「どちらともいえない」も28.9％となっている。（図表Ⅲ－３－１８）
図表Ⅲ－３－１８
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＜男女別・年代別＞

「重要な仕事は、女性に任せるべきではない」については、「そう思わない」が女性では63.6%、男性では57.6％となっており、女性の方が「任せるべきではない」と思わない人の割合が多い。（図表Ⅲ－３－１９）
年代別にみると、男女ともに10歳代は20歳代より「そう思わない」の割合が少ない。男性は年代があがるほど、「そう思わない」の割合が減る。女性は年代ごとに傾向が異なるが、60歳以上では他の世代より「そう思わない」が少ない。（図表Ⅲ－３－２０）
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「女性は管理職に向いていない」についても、「そう思わない」が女性では58.4%、男性では54.5％となっており、女性の方が「管理職に向いていない」と思わない割合が多い。（図表Ⅲ－３－２１）

男女ともに年代があがるほど、「管理職に向いていない」と思わない（「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」）の割合が少なくなる。（図表Ⅲ－３－２２）
女性は、「どちらかといえばそう思わない」の割合が各年代で大きく違わない。男性は年代ごとに異なる傾向をみせる。特に10歳代、70歳以上で「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の割合が他の年代と比べて多くなっている。（図表Ⅲ－３－２２）
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「女性の深夜勤務などは、母性保護や安全確保などを配慮すべきである」については、女性の40.1％、男性の45.7％が「そう思う」としており、女性より男性の方が「そう思う」の割合が多い。（図表Ⅲ－３－２３）
20歳代の女性で、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の割合が他の年代と比較して少なくなっている。（図表Ⅲ－３－２４）
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図表Ⅲ－３－２４
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「男性向け・女性向けとしてきた仕事に男女の別なく就労することは良いことである」については、女性は「そう思う」が31.4％、「どちらかといえばそう思う」が25.2％で、過半数が「よいことである」と思うとしているが、「どちらともいえない」も28.2％となっている。男性も「そう思う」が27.8％、「どちらかといえばそう思う」が23.8％となっており、「良いことである」と「思う」人が過半数であるが、「どちらともいえない」も29.4％となっている。（図表Ⅲ－３－２５）
女性はいずれの世代も「良いことである」と「思う」人が50％以上となっている。男性は40～50歳代に「良いことである」と「思う」人が多い。（図表Ⅲ－３－２６）
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図表Ⅲ－３－２６
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＜職業別＞

職業別にみると、「重要な仕事は、女性に任せるべきでない」は、「公務員・教員」「アルバイトやパートタイマー」で「任せるべきでない」とは「思わない」人の割合が比較的多く、80％を超えている。一方で、「従業員25人未満の事業所の正社員」では69.5％となっており、むしろ「どちらともいえない」が28.8％となっている。なお、割合としては少ないが、「任せるべきでない」と「思う」人の割合は、「公務員・教員」が7.3％で、他の職業に比べて多い。（図表Ⅲ－３－２７）

図表Ⅲ－３－２７　「重要な仕事は、女性に任せるべきでない」
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「重要な仕事は、女性に

任せるべきでない」と思う

どちらとも

いえない

思わない 無回答


「女性は管理職に向いていない」について、「公務員・教員」で「向いていない」と「思わない」人が他の職業より多く、81.8％となっている。一方、「自営業（家族従業者を含む）」「従業員25人以上の事業所の正社員」で｢思わない｣人の割合がやや少ない。（図表Ⅲ－３－２８）
「男性向け・女性向けとしてきた仕事に男女の別なく就労することは良いことである」では、「従業員25人未満の事業所の正社員」で「良いことである」と「思う」人の割合が他と比較するとやや多い。「従業員25人以上の事業所の正社員」では、「思う」人の割合が他と比較するとやや少なく、「思わない」人が15.5％と最も多い。（図表Ⅲ－３－２９）
「女性の深夜勤務などは、母性保護や安全確保などを配慮すべきである」では、「公務員・教員」で「配慮すべきである」と「思う」人の割合が他と比較すると多い。「従業員25人未満の事業所の正社員」「自営業（家族従業者を含む）」では、「思う」人の割合が50％を下回っており、「思わない」人が20.3％、18.8％となっている。（図表Ⅲ－３－３０）

図表Ⅲ－３－２８　「女性は管理職に向いていない」
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図表Ⅲ－３－２９　「男性向け・女性向けとしてきた仕事に男女の別なく就労することは良いことである」

[image: image23.emf]70.6

74.5

74.0

 

15.5

 

11.9

 

11.8

 

12.7

 

15.1

 

14.9

 

17.2

 

16.7

 

15.2

9.6

11.5

73.5

77.8

74.4

67.7

78.0

70.1

10.6

8.3

5.6

7.6

10.9

10.2

15.5

1.4

0.0

7.1

1.8

1.4

2.5

1.1

0.0

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

従業員25人以上の事業所の正社員

N=220

従業員25人未満の事業所の正社員

N=59 

自営業（家族従事者を含む） 

N=85

公務員・教員

N=55

派遣社員・契約社員・嘱託・非常勤

N=73

アルバイトやパートタイマー

N=121     

学生

N=87

求職中

N=18

家事専業

N=211

(%)

思わない 「男性向け・女性向けとしてきた仕事に男女の

別なく就労することは良いことである」と思う

無回答

どちらとも

いえない


図表Ⅲ－３－３０　職業別「女性の深夜勤務などは、母性保護や安全確保などを配慮すべきである」
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「女性の深夜勤務などは、母性保護や安

全確保などを配慮すべきである」と思う

どちらとも

いえない

思わな

い

無回答


＜人権学習の主な評価別＞

学校での人権学習に対して、「人権の大切さがわかった」「もっと知りたいと思った」「差別は許せないと思った」とプラス評価をしている人は、無関心（「自分にはあまり関係ないと思った」「あまり覚えていない」を選択した人）や、マイナス評価をしている人（「内容が面白くなかった」「人権学習より教科学習の方が大事だと思った」「人権学習をしても仕方がないと思った」を選択した人）より、「重要な仕事は、女性に任せるべきでない」「女性は管理職に向いていない」と「思わない」人の割合がやや多い。逆に「思う」割合は、マイナス評価をしている人の方が多い。（図表Ⅲ－３－３１、３２）

「男性向け・女性向けとしてきた仕事に男女の別なく就労することは良いことである」については、人権学習に対しプラス評価をしている人だけでなく、無関心であった人も「良いことである」と「思う」としている割合が多いが、「マイナス評価」をしている人は、その割合がやや少ない。なお、マイナス評価をしている人は、「思わない」割合が多い。（図表Ⅲ－３－３３）
「女性の深夜勤務などは、母性保護や安全確保などを配慮すべきである」については、人権学習に対しプラス評価をしている人は「配慮すべきである」と「思う」人の割合が多く、無関心であった人、マイナス評価をしている人は、その割合がやや少なくなっているが、「思わない」割合は、やや多くなっている。（図表Ⅲ－３－３４）

図表Ⅲ－３－３１　評価別「重要な仕事は、女性に任せるべきでない」
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図表Ⅲ－３－３２　「女性は管理職に向いていない」
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図表Ⅲ－３－３３　「男性向け・女性向けとしてきた仕事に男女の別なく就労することは良いことである」
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図表Ⅲ－３－３４　「女性の深夜勤務などは、母性保護や安全確保などを配慮すべきである」
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＜意識別＞

「女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てるべきだ」という考え方に対して「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」とする否定派の人は、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」とする肯定派の人や「どちらともいえない」人より、「重要な仕事は、女性に任せるべきでない」「女性は管理職に向いていない」とは「思わない」とする人が多い。（図表Ⅲ－３－３５、３６）

図表Ⅲ－３－３５　「女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てるべきだ」の考え方別

「重要な仕事は、女性に任せるべきではない」
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図表Ⅲ－３－３６　「女性は管理職に向いていない」
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性


（２）家庭生活と仕事との関わり方に関する女性の望ましい生き方（問１８）

＜全体的な傾向＞

女性の望ましい生き方として、「子どもが生まれたら仕事を辞め、子どもが大きくなってから仕事に就く」が41.1％と最も多く、次いで「結婚、出産にかかわらず仕事を続ける」が21.5％となっており、退職・再就職を選ぶ人の方が多くなっている。「結婚しても、子どもが生まれるまでは仕事に就き、出産後は家事や育児に専念する」も11.3％となっている。（図表Ⅲ－３－３７）
図表Ⅲ－３－３７
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＜男女別・年代別＞

男女別にみると、「子どもが生まれたら仕事を辞め、子どもが大きくなってから仕事に就く」については、女性が43.6％、男性が39.5％と女性の方がやや多い。（図表Ⅲ－３－３８）
女性を年代別にみると、30歳代、70歳以上では、「子どもが生まれたら仕事を辞め、子どもが大きくなってから仕事に就く」が30％台となっているが、他の世代では40％を超えている。（図表Ⅲ－３－３９）
10歳代は人数は少ないが、「結婚・出産にかかわらず仕事を続ける」を選んだ女性が32.1％で全世代で最も多く、男性は9.5％と最も少ない。（図表Ⅲ－３－３９）
20歳代については、「結婚しても、子どもが生まれるまでは仕事に就き、出産後は家事や育児に専念する」を選んだ女性は16.5％で、男性は女性より少ない10.0％となっている。逆に「結婚・出産にかかわらず仕事を続ける」を選んだ女性は20.0％で、男性は女性より多い27.1％となっており、他の世代より男女の意識差が顕著となっている。（図表Ⅲ－３－３９）
図表Ⅲ－３－３８
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図表Ⅲ－３－３９
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＜意識別＞

「妻子を養うのは男の責任である」と思う（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を選択）女性は、「子どもが生まれたら仕事を辞め、子どもが大きくなってから仕事に就く」と、一旦退職しその後の再就職を選ぶ割合が多い。「妻子を養うのは男の責任である」とは思わない（「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」を選択）女性でも「子どもが生まれたら仕事を辞め、子どもが大きくなってから仕事に就く」は「結婚、出産にかかわらず仕事を続ける」と大きな差はない。男性では、「妻子を養うのは男の責任である」と思う・思わないで、退職・再就職支持と就労継続支持がはっきり分かれている。（図表Ⅲ－３－４０）
「子どもは３歳ぐらいまでは母親の手で育てるべきだ」と思う人は、男女ともに「子どもが生まれたら仕事を辞め、子どもが大きくなってから仕事に就く」の割合が多い。思わない人は男女ともに「結婚、出産にかかわらず仕事を続ける」の割合が増えるものの、「子どもが生まれたら仕事を辞め、子どもが大きくなってから仕事に就く」よりも約10ポイント少ない。（図表Ⅲ－３－４１）
なお、「子どもは３歳ぐらいまでは母親の手で育てるべきだ」という考え方に「どちらともいえない」を中心に中間的な考え方を選択した女性が、「その他」を多く選択しており、「家庭の事情による」「自分らしく生きればよい」「両立できる方法を選ぶ」などが記載されている。

図表Ⅲ－３－４０
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図表Ⅲ－３－４１
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「男は仕事、女は家庭」という考え方に「賛成」「どちらかといえば賛成」を選択した「賛成派」の人は、男女ともに、「子どもが生まれたら仕事を辞め、子どもが大きくなってから仕事に就く」の割合が多い。男女ともに「男は仕事、女は家庭」という考え方に「どちらともいえない」とした人も、「子どもが生まれたら仕事を辞め、子どもが大きくなってから仕事に就く」割合が多い。「反対派」の女性では、「子どもが生まれたら仕事を辞め、子どもが大きくなってから仕事に就く」と「結婚、出産にかかわらず仕事を続ける」の割合が拮抗している。（図表Ⅲ－３－４２）
回答者世帯の収入別に傾向をみると、「子どもが生まれたら仕事を辞め、子どもが大きくなってから仕事に就く」については、「1,000万円以上」の所得ではややその割合が少なくなるが、収入の違いによる差はほとんどない。しかし、「結婚、出産にかかわらず仕事を続ける」は、所得が増えるほど多くなっている。（図表Ⅲ－３－４３）
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図表Ⅲ－３－４３　回答者の世帯の収入別
[image: image37.emf]43.2

41.3

44.7

43.5

35.9

10.8

18.0

18.9

23.4

29.5

0.0 20.0 40.0 60.0

103万円未満

N=37

103万円以上300万円未満 

N=167  

300万円以上600万円未満

N=333  

600万円以上1000万円未満 

N=269

1000万円以上

N=156

　　子どもが

生まれたら仕

事を辞め、子

どもが大きく

なってから仕

事に就く

　　結婚、出

産にかかわら

ず仕事を続け

る

(%)


（３）仕事と家庭を両立することを困難にしている理由（問１９）

＜全体的な傾向＞

仕事と家庭の両立を困難にしている理由としては、「保育所などの保育サービスが十分でないこと」が57.2％と最も多く、「結婚や出産で退職した女性を再雇用する制度が普及していないこと」が46.2％、「育児や介護などで休業制度が取得しにくいこと」が44.4％となっている。（図表Ⅲ－３－４４）
＜男女別・年代別＞

いずれの選択肢についても、大きな男女差がなく、同じような割合となっている。

年代別にみると、「保育所などの保育サービスが十分でないこと」は、男女ともに30歳代と50歳代で、他の年代より多くなっており、女性では70％を超えている。（図表Ⅲ－３－４５）
「ホームヘルパーなどの介護サービスが十分でないこと」は、男女ともに50歳代で最も高い割合となっており、女性では44.7％と半数近くとなっている。（図表Ⅲ－３－４５）
「育児や介護などで休業制度が取得しにくいこと」については、30歳代が男女ともに50％を超えている。50歳代女性も51.8％となっており、この項目については、各年代で男女がほぼ同じ割合となっている。（図表Ⅲ－３－４６）
「残業や休日出勤が多いこと」は、男女ともに20～30歳代で割合が高くなっている。（図表Ⅲ－３－４６）
「結婚や出産で退職した女性を再雇用する制度が普及していないこと」は、20～30歳代女性と60歳代男性で50％を超えている。「在宅勤務やフレックスタイム、短時間勤務などの制度が普及していないこと」は、20～30歳代、50歳代女性と30歳代男性で40％を超えている。（図表Ⅲ－３－４７）

図表Ⅲ－３－４４
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＜職業別＞

女性が仕事と家庭を両立することを困難にしている理由を、職業別にみると、「正社員」「自営業」「公務員・教員」「アルバイト等」では「保育所等の保育サービスの不備」が第１位となっている。「自営業」は、他の職種に比べて、「保育所等の保育サービスの不備」の割合がやや少なくなっている。（図表Ⅲ－３－４６）
「派遣社員等」「休職中」では、「再雇用制度が普及していない」第１位となっている。

「公務員・教員」では、「残業や休日出勤が多い」が他の職種に比べて多い。

図表Ⅲ－３－４６
	
	１
	２
	３

	従業員25人以上の事業所の正社員

Ｎ＝２２０
	保育所等の保育サービスの不備

６０．９％
	再雇用制度が普及していない

４５．９％
	在宅勤務や短時間勤務等が普及していない

４１．４％

	従業員25人未満の事業所の正社員

Ｎ=５９
	保育所等の保育サービスの不備

６６．１％
	休業制度を取得しにくい

４９．２％
	再雇用制度が普及していない

４７．５％

	自営業（家族従事者を含む）

Ｎ=８５
	保育所等の保育サービスの不備

４４．７％
	休業制度を取得しにくい

４１．２％
	再雇用制度が普及していない

３８．８％

	公務員・教員

Ｎ=５５
	保育所等の保育サービスの不備

６１．８％
	休業制度を取得しにくい

５２．７％
	再雇用制度が普及していない

４７．３％

	派遣社員・契約社員・嘱託・非常勤

Ｎ=７３
	再雇用制度が普及していない

５７．５％
	保育所等の保育サービスの不備

５４．８％
	在宅勤務や短時間勤務等が普及していない

５０．７％

	アルバイトやパートタイマー

Ｎ=１２１
	保育所等の保育サービスの不備

６４．５％
	休業制度を取得しにくい

再雇用制度が普及していない

４９．６％

	求職中

Ｎ＝１８
	休業制度を取得しにくい

再雇用制度が普及していない

５５．６％
	在宅勤務や短時間勤務等が普及していない

５０．０％

	家事専業

Ｎ＝２１１
	保育所等の保育サービスの不備

５８．８％
	休業制度を取得しにくい

４５．０％
	再雇用制度が普及していない

４４．１％


８時間～１０時間くらい





１０時間以上





無回答





無回答





１）働いている人の現状について（問１４・１５）








５時間～７時間くらい





５時間未満





働いてない





その他





３）女性の就労について（問１７～１９）








２）職場でのセクシュアル・ハラスメントの現状について（問１６）
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